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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線で通信するための無線通信手段と、
　動画像を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段から動画像を読出し、外部の出力装置に出力する出力手段と、
　前記出力手段による動画像出力を制御する制御手段と、
　前記制御手段が前記出力手段による動画像出力を停止させる際に、該動画像の停止位置
を前記記憶手段に記憶する停止位置記憶手段と、
　前記出力装置を制御するための制御信号を出力する制御信号出力手段とを備え、
　前記制御手段は、
　　前記出力手段が動画像を出力しているときに、前記無線通信手段が通話を開始するた
めの着呼信号を受信し、且つ、ユーザによる通話開始指示入力が受付けられた通話開始要
件を満たしたことを条件に、前記出力手段による動画像出力を停止させる停止制御手段と
、
　　前記着呼信号に対応し、前記無線通信手段により受信された通話のユーザによる終了
指示入力が受付けられたことを条件に、前記通話開始要件により停止された前記出力手段
による動画像出力を前記出力手段に再開させる再開制御手段と、
　　前記再開制御手段が、前記通話開始要件により停止された前記出力手段による動画像
出力を前記出力手段に再開させる際に、前記停止位置記憶手段が記憶した停止位置から、
または該動画像の先頭位置から、動画像の出力を再開させる再開出力制御手段と、
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　　前記出力手段による動画像出力が終了したか否かを判断する出力終了判断手段とを含
み、
　前記制御信号出力手段は、
　　前記出力装置が備えるリモートコントローラが出力するのと同一の制御信号を出力す
る同一制御信号出力手段と、
　　前記停止制御手段が前記出力手段による動画像出力を停止させる際に、および前記再
開制御手段が前記出力手段による動画像出力を再開させる際に、前記出力装置の状態を切
換えるための制御信号を前記同一制御信号出力手段を用いて出力させる切換制御信号出力
手段と、
　　前記出力手段による動画像出力が終了したと前記出力終了判断手段が判断したとき、
前記出力装置の電源をオフにするための制御信号を前記同一制御信号出力手段を用いて出
力させるオフ制御信号出力手段とを含む、携帯情報端末。
【請求項２】
　無線で通信するための無線通信手段と、
　動画像を外部の出力装置に出力する出力手段と、
　前記出力装置を制御するための制御信号を出力する制御信号出力手段とを備えたコンピ
ュータで実行される出力制御プログラムであって、
　動画像を記憶する記憶手段から動画像を読出し、前記出力手段による動画像出力を制御
する第１のステップと、
　前記第１のステップが前記出力手段による動画像出力を停止させる際に、該動画像の停
止位置を前記記憶手段に記憶する第２のステップと、
　前記制御信号出力手段が前記出力装置を制御するための制御信号を出力する第３のステ
ップとを、コンピュータに実行させ、
　前記第１のステップは、
　　前記出力手段が動画像を出力しているときに、前記無線通信手段が通話を開始するた
めの着呼信号を受信し、且つ、ユーザによる通話開始指示入力が受付けられた通話開始要
件を満たしたことを条件に、前記出力手段による動画像出力を停止させる停止制御ステッ
プと、
　　前記着呼信号に対応し、前記無線通信手段により受信された通話のユーザによる終了
指示入力が受付けられたことを条件に、前記通話開始要件により停止された前記出力手段
による動画像出力を前記出力手段に再開させる再開制御ステップと、
　　前記再開制御ステップが、前記通話開始要件により停止された前記出力手段による動
画像出力を前記出力手段に再開させる際に、前記第２のステップにより記憶した停止位置
から、または該動画像の先頭位置から、動画像の出力を再開させる再開出力制御ステップ
と、
　　前記出力手段による動画像出力が終了したか否かを判断する出力終了判断ステップと
を含み、
　前記第３のステップは、
　　前記出力装置が備えるリモートコントローラが出力するのと同一の制御信号を出力す
る同一制御信号出力ステップと、
　　前記停止制御ステップが前記出力手段による動画像出力を停止させる際に、および前
記再開制御ステップが前記出力手段による動画像出力を再開させる際に、前記出力装置の
状態を切換えるための制御信号を前記同一制御信号出力ステップを用いて出力させる切換
制御信号出力ステップと、
　　前記出力手段による動画像出力が終了したと前記出力終了判断ステップが判断したと
き、前記出力装置の電源をオフにするための制御信号を前記同一制御信号出力ステップを
用いて出力させるオフ制御信号出力ステップとを含む、出力制御プログラム。
【請求項３】
　無線で通信するための無線通信手段と、
　動画像を外部の出力装置に出力する出力手段と、
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　前記出力装置を制御するための制御信号を出力する制御信号出力手段とを備えたコンピ
ュータで実行される出力制御方法であって、
　動画像を記憶する記憶手段から動画像を読出し、前記出力手段による動画像出力を制御
する第１のステップと、
　前記第１のステップが前記出力手段による動画像出力を停止させる際に、該動画像の停
止位置を前記記憶手段に記憶する第２のステップと、
　前記制御信号出力手段が前記出力装置を制御するための制御信号を出力する第３のステ
ップとを、コンピュータに実行させ、
　前記第１のステップは、
　　前記出力手段が動画像を出力しているときに、前記無線通信手段が通話を開始するた
めの着呼信号を受信し、且つ、ユーザによる通話開始指示入力が受付けられた通話開始要
件を満たしたことを条件に、前記出力手段による動画像出力を停止させる停止制御ステッ
プと、
　　前記着呼信号に対応し、前記無線通信手段により受信された通話のユーザによる終了
指示入力が受付けられたことを条件に、前記通話開始要件により停止された前記出力手段
による動画像出力を前記出力手段に再開させる再開制御ステップと、
　　前記再開制御ステップが、前記通話開始要件により停止された前記出力手段による動
画像出力を前記出力手段に再開させる際に、前記第２のステップにより記憶した停止位置
から、または該動画像の先頭位置から、動画像の出力を再開させる再開出力制御ステップ
と、
　　前記出力手段による動画像出力が終了したか否かを判断する出力終了判断ステップと
を含み、
　前記第３のステップは、
　　前記出力装置が備えるリモートコントローラが出力するのと同一の制御信号を出力す
る同一制御信号出力ステップと、
　　前記停止制御ステップが前記出力手段による動画像出力を停止させる際に、および前
記再開制御ステップが前記出力手段による動画像出力を再開させる際に、前記出力装置の
状態を切換えるための制御信号を前記同一制御信号出力ステップを用いて出力させる切換
制御信号出力ステップと、
　　前記出力手段による動画像出力が終了したと前記出力終了判断ステップが判断したと
き、前記出力装置の電源をオフにするための制御信号を前記同一制御信号出力ステップを
用いて出力させるオフ制御信号出力ステップとを含む、出力制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、携帯情報端末、出力制御プログラムおよび出力制御方法に関し、特にテレ
ビ受像機等の出力装置に接続されて動画像を出力する携帯情報端末、コンピュータにより
実行させる出力制御プログラムおよび出力制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン受像機やビデオレコーダは、リモートコントローラで遠隔操作される。し
かし、それぞれ独立して動作するため、ユーザは、テレビジョン受像機とビデオレコーダ
とに対して別々に操作しなければならい。テレビジョン受像機とビデオレコーダとを１つ
の操作で同時に操作する技術として、特開平１１－２７５５７号公報（特許文献１）があ
る。
【０００３】
　特開平１１－２７５５７号公報には、テレビジョン受像機の外部入力端子に接続された
ビデオのリモコンを操作して任意のキーが選択入力されると、リモコンから送信された信
号がテレビジョン受像機の受信機を通じてマイコン内のリモコンキーメモリ部に保持され
る。その後、リモコンのリモコンの操作キーの中で選択入力されたキーが入力されると、
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リモコンから送信された信号が受信機にて受信され、リモコンキーメモリ部にて保持され
た信号と一致するか否かが判定される。一致しない場合、外部入力チャンネルはそのまま
であるが、一致する場合、マルチプレクサを動作させて、ビデオの出力信号が入力される
ように外部入力チャンネルが切り替えられるリモコン操作型電子機器が記載されている。
【０００４】
　一方、動画像を記録および再生可能な携帯情報端末が流通している。この携帯情報端末
は、従来のビデオレコーダと同様にテレビジョン受像機と接続されて、再生した動画像を
テレビジョン受像機に出力することができる。
【０００５】
　しかしながら、特開平１１－２７５５７号公報に記載のリモコン操作型電子機器は、ユ
ーザが必ずリモコンを操作する必要がある。動画像を記録および再生可能な携帯情報端末
は、動画像の記録および再生する機能の他に通話機能を有する。このため、ユーザの意思
に反して複数の機能が同時に有効となる場合がある。同時に２つの機能を有効とすると、
ユーザに都合の悪い状態となる場合がある。たとえば、動画像を出力しながら通話する場
合、動画像が出力されることにより発生する音が通話を妨げるといった問題がある。この
ため、ユーザは、通話を開始する際に、通話を開始する操作とテレビ受像機の電源をオフ
する操作との２つの操作を行わなければならず、操作が煩雑であった。
【特許文献１】特開平１１－２７５５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　この発明は上述した問題点を解決するためになされたもので、この発明の目的の１つは
、ユーザが特別の操作をすることなく、携帯情報端末の通信状態に合せて出力装置の状態
を切換えることが可能な携帯情報端末、コンピュータにより実行される出力制御プログラ
ムおよび出力制御方法を提供することである。
【０００７】
　この発明の他の目的は、出力装置からの動画像の出力が、無線通信に悪影響を与えるの
を防止することが可能な携帯情報端末、コンピュータにより実行される出力制御プログラ
ムおよび出力制御方法を提供することである。
【０００８】
　この発明のさらに他の目的は、無線通信と動画像の出力との２つの機能を有効に利用す
ることが可能な携帯情報端末、コンピュータにより実行される出力制御プログラムおよび
出力制御方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した目的を達成するためにこの発明のある局面によれば、携帯情報端末は、無線で
通信するための無線通信手段と、
　動画像を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段から動画像を読出し、外部の出力装置に出力する出力手段と、
　前記出力手段による動画像出力を制御する制御手段と、
　前記制御手段が前記出力手段による動画像出力を停止させる際に、該動画像の停止位置
を前記記憶手段に記憶する停止位置記憶手段と、
　前記出力装置を制御するための制御信号を出力する制御信号出力手段とを備え、
　前記制御手段は、
　　前記出力手段が動画像を出力しているときに、前記無線通信手段が通話を開始するた
めの着呼信号を受信し、且つ、ユーザによる通話開始指示入力が受付けられた通話開始要
件を満たしたことを条件に、前記出力手段による動画像出力を停止させる停止制御手段と
、
　　前記着呼信号に対応し、前記無線通信手段により受信された通話のユーザによる終了
指示入力が受付けられたことを条件に、前記通話開始要件により停止された前記出力手段
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による動画像出力を前記出力手段に再開させる再開制御手段と、
　　前記再開制御手段が、前記通話開始要件により停止された前記出力手段による動画像
出力を前記出力手段に再開させる際に、前記停止位置記憶手段が記憶した停止位置から、
または該動画像の先頭位置から、動画像の出力を再開させる再開出力制御手段と、
　　前記出力手段による動画像出力が終了したか否かを判断する出力終了判断手段とを含
み、
　前記制御信号出力手段は、
　　前記出力装置が備えるリモートコントローラが出力するのと同一の制御信号を出力す
る同一制御信号出力手段と、
　　前記停止制御手段が前記出力手段による動画像出力を停止させる際に、および前記再
開制御手段が前記出力手段による動画像出力を再開させる際に、前記出力装置の状態を切
換えるための制御信号を前記同一制御信号出力手段を用いて出力させる切換制御信号出力
手段と、
　　前記出力手段による動画像出力が終了したと前記出力終了判断手段が判断したとき、
前記出力装置の電源をオフにするための制御信号を前記同一制御信号出力手段を用いて出
力させるオフ制御信号出力手段とを含む。
【００１２】
　この発明に従えば、出力手段が、記憶手段から動画像を読出し、外部の出力装置に出力
すると、出力装置からその動画像が表示される。この出力装置から動画像が表示されてい
る状態で、無線通信手段により通話を開始するための着呼信号が受信され、且つ、ユーザ
による通話開始指示入力が受付けられると、出力装置の状態を切換え、さらに、出力装置
への動画像の出力を停止する。このため、ユーザが特別の操作をすることなく、携帯情報
端末の通信状態に合せて出力装置の状態を切換えるとともに出力装置への動画像の出力が
停止される。出力装置への動画像の出力よりも無線通信が優先され、無線通信している間
に動画像が出力されることがない、その結果、無線通信と動画像の出力との２つの機能を
有効に利用することが可能な携帯情報端末を提供することができる。ここで、通話開始指
示入力とは、たとえば、着呼信号に対する通話の開始指示（オフフック指示）である。ま
た、出力装置の状態を切換え、出力装置への動画像の出力を停止するため、出力装置から
の動画像の出力が、無線通信に悪影響を与えるのを防止することができる。また、無線通
信手段により受信された通話のユーザによる終了指示入力が受付けられると、出力装置の
状態を切換前の状態に切換え、さらに、出力装置への動画像の出力を再開させる。通話の
ユーザによる終了指示入力とは、たとえば、着呼信号に対する通話の終了指示（オンフッ
ク指示）であり、通信を終了させるための信号が発呼者側から送信されてきた場合を含む
。この通話のユーザによる終了指示入力により、着呼信号による通話に対応して中断した
動画像出力を再開させることができるので、ユーザがいちいち動画像出力を再度指示した
り、出力装置を操作するといった煩雑な操作を回避でき、出力が中断された動画像を、無
線通信の終了後に再開することができ、操作の利便性を格段に向上させることができる。
動画像の出力を停止させる際に、該動画像の停止位置を前記記憶手段に記憶させておき、
動画像の出力再開時には、記憶した停止位置、または該動画像の先頭位置から出力させる
ことができる。これにより、出力が中断された動画像を、無線通信の終了後に出力装置を
操作することなく中断前の続きから出力することができる。あるいは、中断した動画像が
、先頭位置から再度出力されるので、無線通信手段により受信された接続（通話など）が
長時間に及んだ場合や動画像を再度視聴したいときには、ユーザがいちいち動画像の先頭
位置から出力させる指示を行わなければならないといった煩雑さを回避でき、使い勝手を
格段に向上させることができる。ユーザによる通話開始指示入力や通話のユーザによる終
了指示入力の受付により、出力装置の状態を切換えたり、出力装置の状態を切換前の状態
に切換えることができるのは、携帯情報端末が出力装置を制御するための制御信号を出力
する制御信号出力手段を備え、出力装置が備えるリモートコントローラが出力するのと同
一の制御信号を出力するからである。同様に、ユーザによる通話開始指示入力や通話のユ
ーザによる終了指示入力の受付により、出力手段からの動画像の出力を停止させたり、出
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力手段からの動画像の出力を再開させることができるのは、出力手段を制御する制御手段
が出力手段に対して動画像の出力を停止させる停止制御手段や、出力が停止された動画像
の出力を再開させる再開制御手段を備えているからである。また、動画像の出力を終了し
たと判断されたとき、出力装置の電源をオフにできるのは、携帯情報端末がリモートコン
トローラが出力するのと同一の制御信号を出力し、出力装置の電源をオフにする制御信号
を出力するからである。
【００４３】
　この発明の他の局面によれば、出力制御プログラムは、無線で通信するための無線通信
手段と、
　動画像を外部の出力装置に出力する出力手段と、
　前記出力装置を制御するための制御信号を出力する制御信号出力手段とを備えたコンピ
ュータで実行される出力制御プログラムであって、
　動画像を記憶する記憶手段から動画像を読出し、前記出力手段による動画像出力を制御
する第１のステップと、
　前記第１のステップが前記出力手段による動画像出力を停止させる際に、該動画像の停
止位置を前記記憶手段に記憶する第２のステップと、
　前記制御信号出力手段が前記出力装置を制御するための制御信号を出力する第３のステ
ップとを、コンピュータに実行させ、
　前記第１のステップは、
　　前記出力手段が動画像を出力しているときに、前記無線通信手段が通話を開始するた
めの着呼信号を受信し、且つ、ユーザによる通話開始指示入力が受付けられた通話開始要
件を満たしたことを条件に、前記出力手段による動画像出力を停止させる停止制御ステッ
プと、
　　前記着呼信号に対応し、前記無線通信手段により受信された通話のユーザによる終了
指示入力が受付けられたことを条件に、前記通話開始要件により停止された前記出力手段
による動画像出力を前記出力手段に再開させる再開制御ステップと、
　　前記再開制御ステップが、前記通話開始要件により停止された前記出力手段による動
画像出力を前記出力手段に再開させる際に、前記第２のステップにより記憶した停止位置
から、または該動画像の先頭位置から、動画像の出力を再開させる再開出力制御ステップ
と、
　　前記出力手段による動画像出力が終了したか否かを判断する出力終了判断ステップと
を含み、
　前記第３のステップは、
　　前記出力装置が備えるリモートコントローラが出力するのと同一の制御信号を出力す
る同一制御信号出力ステップと、
　　前記停止制御ステップが前記出力手段による動画像出力を停止させる際に、および前
記再開制御ステップが前記出力手段による動画像出力を再開させる際に、前記出力装置の
状態を切換えるための制御信号を前記同一制御信号出力ステップを用いて出力させる切換
制御信号出力ステップと、
　　前記出力手段による動画像出力が終了したと前記出力終了判断ステップが判断したと
き、前記出力装置の電源をオフにするための制御信号を前記同一制御信号出力ステップを
用いて出力させるオフ制御信号出力ステップとを含む。
【００４４】
　この発明に従えば、出力手段が、記憶手段から動画像を読出し、外部の出力装置に出力
すると、出力装置からその動画像が表示される。この出力装置から動画像が表示されてい
る状態で、無線通信手段により通話を開始するための着呼信号が受信され、且つ、ユーザ
による通話開始指示入力が受付けられると、出力装置の状態を切換え、さらに、出力装置
への動画像の出力を停止する。このため、ユーザが特別の操作をすることなく、無線通信
手段による通信状態に合せて出力装置の状態を切換えるとともに出力装置への動画像の出
力が停止される。出力装置への動画像の出力よりも無線通信が優先され、無線通信してい
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る間に動画像が出力されることがない、その結果、無線通信と動画像の出力との２つの機
能を有効に利用することが可能な出力制御プログラムを提供することができる。ここで、
通話開始指示入力とは、たとえば、着呼信号に対する通話の開始指示（オフフック指示）
である。また、出力装置の状態を切換え、出力装置への動画像の出力を停止するため、出
力装置からの動画像の出力が、無線通信に悪影響を与えるのを防止することができる。ま
た、無線通信手段により受信された通話のユーザによる終了指示入力が受付けられると、
出力装置の状態を切換前の状態に切換え、さらに、出力装置への動画像の出力を再開させ
る。通話のユーザによる終了指示入力とは、たとえば、着呼信号に対する通話の終了指示
（オンフック指示）であり、通信を終了させるための信号が発呼者側から送信されてきた
場合を含む。この通話のユーザによる終了指示入力により、着呼信号による通話に対応し
て中断した動画像出力を再開させることができるので、ユーザがいちいち動画像出力を再
度指示したり、出力装置を操作するといった煩雑な操作を回避でき、出力が中断された動
画像を、無線通信の終了後に再開することができ、操作の利便性を格段に向上させること
ができる。動画像の出力を停止させる際に、該動画像の停止位置を前記記憶手段に記憶さ
せておき、動画像の出力再開時には、記憶した停止位置、または該動画像の先頭位置から
出力させることができる。これにより、出力が中断された動画像を、無線通信の終了後に
出力装置を操作することなく中断前の続きから出力することができる。あるいは、中断し
た動画像が、先頭位置から再度出力されるので、無線通信手段により受信された接続（通
話など）が長時間に及んだ場合や動画像を再度視聴したいときには、ユーザがいちいち動
画像の先頭位置から出力させる指示を行わなければならないといった煩雑さを回避でき、
使い勝手を格段に向上させることができる。ユーザによる通話開始指示入力や通話のユー
ザによる終了指示入力の受付により、出力装置の状態を切換えたり、出力装置の状態を切
換前の状態に切換えることができるのは、出力装置が備えるリモートコントローラが出力
装置を制御するため出力するのと同一の制御信号を出力する制御信号出力手段を備え、出
力装置の状態を切換える切換制御信号出力ステップを出力制御プログラムがコンピュータ
に実行させるからである。同様に、ユーザによる通話開始指示入力や通話のユーザによる
終了指示入力の受付により、動画像の出力を停止させたり、動画像の出力を再開させるこ
とができるのは、出力制御プログラムが出力手段による動画像出力を停止させる停止制御
ステップや、停止された出力手段による動画像出力を再開させる再開制御ステップをコン
ピュータに実行させるからである。また、出力手段による動画像の出力が終了したと判断
されたとき、出力装置の電源をオフにできるのは、リモートコントローラが出力するのと
同一の、出力装置の電源をオフにする制御信号を出力するオフ制御信号出力ステップを、
出力制御プログラムがコンピュータに実行させるからである。
【００４７】
　この発明のさらに他の局面によれば、出力制御方法は、無線で通信するための無線通信
手段と、
　動画像を外部の出力装置に出力する出力手段と、
　前記出力装置を制御するための制御信号を出力する制御信号出力手段とを備えたコンピ
ュータで実行される出力制御方法であって、
　動画像を記憶する記憶手段から動画像を読出し、前記出力手段による動画像出力を制御
する第１のステップと、
　前記第１のステップが前記出力手段による動画像出力を停止させる際に、該動画像の停
止位置を前記記憶手段に記憶する第２のステップと、
　前記制御信号出力手段が前記出力装置を制御するための制御信号を出力する第３のステ
ップとを、コンピュータに実行させ、
　前記第１のステップは、
　　前記出力手段が動画像を出力しているときに、前記無線通信手段が通話を開始するた
めの着呼信号を受信し、且つ、ユーザによる通話開始指示入力が受付けられた通話開始要
件を満たしたことを条件に、前記出力手段による動画像出力を停止させる停止制御ステッ
プと、
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　　前記着呼信号に対応し、前記無線通信手段により受信された通話のユーザによる終了
指示入力が受付けられたことを条件に、前記通話開始要件により停止された前記出力手段
による動画像出力を前記出力手段に再開させる再開制御ステップと、
　　前記再開制御ステップが、前記通話開始要件により停止された前記出力手段による動
画像出力を前記出力手段に再開させる際に、前記第２のステップにより記憶した停止位置
から、または該動画像の先頭位置から、動画像の出力を再開させる再開出力制御ステップ
と、
　　前記出力手段による動画像出力が終了したか否かを判断する出力終了判断ステップと
を含み、
　前記第３のステップは、
　　前記出力装置が備えるリモートコントローラが出力するのと同一の制御信号を出力す
る同一制御信号出力ステップと、
　　前記停止制御ステップが前記出力手段による動画像出力を停止させる際に、および前
記再開制御ステップが前記出力手段による動画像出力を再開させる際に、前記出力装置の
状態を切換えるための制御信号を前記同一制御信号出力ステップを用いて出力させる切換
制御信号出力ステップと、
　　前記出力手段による動画像出力が終了したと前記出力終了判断ステップが判断したと
き、前記出力装置の電源をオフにするための制御信号を前記同一制御信号出力ステップを
用いて出力させるオフ制御信号出力ステップとを含む。
【００４８】
　この発明に従えば、出力手段が、記憶手段から動画像を読出し、外部の出力装置に出力
すると、出力装置からその動画像が表示される。この出力装置から動画像が表示されてい
る状態で、無線通信手段により通話を開始するための着呼信号が受信され、且つ、ユーザ
による通話開始指示入力が受付けられると、出力装置の状態を切換え、さらに、出力装置
への動画像の出力を停止する。このため、ユーザが特別の操作をすることなく、無線通信
手段による通信状態に合せて出力装置の状態を切換えるとともに出力装置への動画像の出
力が停止される。出力装置への動画像の出力よりも無線通信が優先され、無線通信してい
る間に動画像が出力されることがない、その結果、無線通信と動画像の出力との２つの機
能を有効に利用することが可能な出力制御方法を提供することができる。ここで、通話開
始指示入力とは、たとえば、着呼信号に対する通話の開始指示（オフフック指示）である
。また、出力装置の状態を切換え、出力装置への動画像の出力を停止するため、出力装置
からの動画像の出力が、無線通信に悪影響を与えるのを防止することができる。また、無
線通信手段により受信された通話のユーザによる終了指示入力が受付けられると、出力装
置の状態を切換前の状態に切換え、さらに、出力装置への動画像の出力を再開させる。通
話のユーザによる終了指示入力とは、たとえば、着呼信号に対する通話の終了指示（オン
フック指示）であり、通信を終了させるための信号が発呼者側から送信されてきた場合を
含む。この通話のユーザによる終了指示入力により、着呼信号による通話に対応して中断
した動画像出力を再開させることができるので、ユーザがいちいち動画像出力を再度指示
したり、出力装置を操作するといった煩雑な操作を回避でき、出力が中断された動画像を
、無線通信の終了後に再開することができ、操作の利便性を格段に向上させることができ
る。動画像の出力を停止させる際に、該動画像の停止位置を前記記憶手段に記憶させてお
き、動画像の出力再開時には、記憶した停止位置、または該動画像の先頭位置から出力さ
せることができる。これにより、出力が中断された動画像を、無線通信の終了後に出力装
置を操作することなく中断前の続きから出力することができる。あるいは、中断した動画
像が、先頭位置から再度出力されるので、無線通信手段により受信された接続（通話など
）が長時間に及んだ場合や動画像を再度視聴したいときには、ユーザがいちいち動画像の
先頭位置から出力させる指示を行わなければならないといった煩雑さを回避でき、使い勝
手を格段に向上させることができる。ユーザによる通話開始指示入力や通話のユーザによ
る終了指示入力の受付により、出力装置の状態を切換えたり、出力装置の状態を切換前の
状態に切換えることができるのは、出力装置が備えるリモートコントローラが出力装置を
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制御するため出力するのと同一の制御信号を出力する制御信号出力手段を備え、出力装置
の状態を切換える切換制御信号出力ステップをコンピュータに実行させるからである。同
様に、ユーザによる通話開始指示入力や通話のユーザによる終了指示入力の受付により、
動画像の出力を停止させたり、動画像の出力を再開させることができるのは、出力手段に
よる動画像出力を停止させる停止制御ステップや、停止された出力手段による動画像出力
を再開させる再開制御ステップをコンピュータに実行させるからである。また、出力手段
による動画像の出力が終了したと判断されたとき、出力装置の電源をオフにできるのは、
リモートコントローラが出力するのと同一の、出力装置の電源をオフにする制御信号を出
力するオフ制御信号出力ステップをコンピュータに実行させるからである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４９】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。以下の説明では、同一の
部品には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同じである。したがってそ
れらについての詳細な説明は繰返さない。
【００５０】
　図１は、本発明の実施の形態の１つにおける携帯電話１００の概観斜視図である。図１
（Ａ）は、利用者の操作面側から見た携帯電話の外観を示す図である。図１（Ｂ）は、携
帯電話の操作面の背面側から見た携帯電話の外観を示す図である。
【００５１】
　図１（Ａ）および図１（Ｂ）を参照して、携帯電話１００は、アンテナ１３５を備えた
第１の筐体１２１と、第２の筐体１２３とを含む。第１の筐体１２１と第２の筐体１２３
とは、接続部１２２により回動自在に接続される。
【００５２】
　第１の筐体１２１は、スピーカ１２５と、内側液晶表示装置１２７Ａと、内部カメラ１
２９Ａとが配置され、内側液晶表示装置１２７Ａに対向する裏面には、外部カメラ１２９
Ｂと外側液晶表示装置１２７Ｂとが配置され、側面には赤外線通信部１４０が配置される
。第２の筐体１２３は、操作ボタン１３１Ａと、数字ボタン１３１Ｂと、マイク１３３と
が配置され、操作ボタン１３１Ａの裏面には、映像入出力部１３８が配置され、側面にフ
ラッシュメモリ１３７を挿入するための挿入口１３９を備える。
【００５３】
　内部カメラ１２９Ａおよび外部カメラ１２９Ｂは、たとえばＣＣＤ（Charge Coupled D
evice）を含む。
【００５４】
　第１の筐体１２１と第２の筐体１２３とは、接続部１２２を回転軸として回動する。こ
れにより携帯電話１００は、第１の筐体１２１の内側液晶表示装置１２７Ａと第２の筐体
１２３の数字ボタン１３１Ｂとが互いに向き合う状態で折りたたまれる。携帯電話１００
を折りたたんだ状態では、外部カメラ１２９Ｂおよび外側液晶表示装置１２７Ｂが有効と
され、携帯電話１００を開いた状態では、内部カメラ１２９Ａおよび内側液晶表示装置１
２７Ａが有効とされる。なお、内部カメラ１２９Ａと外部カメラ１２９Ｂとのいずれを有
効にするか、または、内側液晶表示装置１２７Ａと外側液晶表示装置１２７Ｂとのいずれ
を有効とするかは、携帯電話１００の開閉状態の条件に限られず、他の条件、たとえば、
開いた状態で操作ボタン１３１Ａの押下などにより、外部カメラ１２９Ｂおよび外側液晶
表示装置１２７Ｂを有効にするようにしてもよい。
【００５５】
　なお、本実施形態では、いわゆる折り畳み型の携帯電話について例示しているが、スト
レートタイプであっても良いし、２軸タイプ（接続部１２２の回転軸心方向と垂直方向に
第２の回動軸を設け、第１の筐体１２１を回動自在に設ける）であっても良い。
【００５６】
　操作ボタン１３１Ａは、内側液晶表示装置１２７Ａに表示されたカーソルを移動させる
ための移動ボタン、確定した指示を入力するための決定ボタン等を含む。数字ボタン１３
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１Ｂは、数字、文字または記号を入力するためのボタンである。数字ボタン１３１Ｂは、
０～９までの数字と、「＊」および「＃」の記号が付された合計１２のボタンからなる。
各ボタンには、アルファベット、かな、または記号が割当てられており、入力モードの切
換により、数字入力、かな入力が可能となっている。
【００５７】
　映像入出力部１３８には、その一端がテレビ受像機１５０と接続されたケーブル１５１
の他端が接続される。ケーブル１５１は、一端がテレビ受像機１５０の映像入力端子およ
び音声入力端子に接続される。テレビ受像機１５０は、携帯電話１００から動画像を受信
して、動画像と音声を出力する。したがって、映像入出力部１３８は、テレビ受像機１５
０とケーブル１５１で接続された状態において、テレビ受像機１５０に動画像と音声とを
出力する。なお、ここでは、携帯電話１００をテレビ受像機１５０と接続したが、チュー
ナを有しない画像を表示可能な表示装置と、音声を出力するスピーカと接続するようにし
てもよい。また、携帯電話１００内にテレビ放送の受信部や、配信された動画像データを
受信できる別の通信手段（例えば無線ＬＡＮなど）を備え、外部モニターである表示装置
に出力できる構成であっても良い。
【００５８】
　赤外線通信部１４０は、テレビ受像機１５０との間で赤外線を用いた通信を行う。テレ
ビ受像機１５０は、通常はリモートコントローラにより遠隔制御される。このリモートコ
ントローラによるテレビ受像機１５０の制御は、赤外線を用いた通信が用いられる。赤外
線通信部１４０は、テレビ受像機１５０のリモートコントローラが出力するのと同様の制
御信号を出力する。したがって、赤外線通信部１４０から、制御信号が出力されると、そ
の制御信号に従ってテレビ受像機１５０は状態を切換える。テレビ受像機１５０の状態の
切換えは、音量の切換え、テレビ受像機１５０が有するチューナで受信する放送チャンネ
ルの切換え、テレビ受像機１５０が受信する動画像の入力先の切換え（たとえば、外部入
力からチューナからの入力への切換え）、出力する画像の輝度の切換えを含む。なお、こ
こでは、赤外線通信部１４０は、赤外線で制御信号を出力する例を示したが、赤外線のほ
かに、たとえば、超音波、電磁波などを出力するものであってもよい。ようするに、テレ
ビ受像機１５０を遠隔操作するリモートコントローラが出力する制御信号と同じ制御信号
を出力するものであればよい。
【００５９】
　図２は、携帯電話１００の機能を示す機能ブロック図である。図２を参照して、携帯電
話１００は、それぞれがバス１１７に接続された、携帯電話１００の全体を制御するため
の制御部１０１と、制御部１０１で実行するプログラムを記憶するＲＯＭ（Read Only me
mory）１０４と、予め定められた初期値等を記憶するＥＥＰＲＯＭ（electrically erasa
ble/programable read only memory）１０２と、マイク１３３およびスピーカ１２５に接
続されたデータ処理部１０３と、内部カメラ１２９Ａおよび外部カメラ１２９Ｂに接続さ
れた画像処理部１１１と、フラッシュメモリ１３７が接続される記憶部１１３と、映像入
出力部１３８と接続される映像処理部１１５と、内側液晶表示装置１２７Ａおよび外側液
晶表示装置１２７Ｂと接続される表示制御部１０７と、操作ボタン１３１Ａおよび数字ボ
タン１３１Ｂと接続される入力制御部１０９と、赤外線通信部１４０とを含む。
【００６０】
　携帯電話１００は、さらに、データ処理部１０３に接続された通信制御部１０５を含む
。通信制御部１０５は、アンテナ１３５と接続される。通信制御部１０５は、携帯電話の
基地局と無線通信する。通信制御部１０５は、基地局から受信した信号をデータ処理部１
０３に出力し、データ処理部１０３から受信した信号を基地局に送信する。通信制御部１
０５は、基地局から通話の開始を要求する着呼信号を受信した場合には、着呼信号をデー
タ処理部１０３に出力する。通信制御部１０５は、基地局から電子メールを受信した場合
には、電子メールをデータ処理部１０３に出力する。着呼信号の受信および電子メールの
受信は、携帯電話１００に無線通信の接続を要求する接続要求信号の受信である。
【００６１】
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　データ処理部１０３は、制御部１０１により制御される。データ処理部１０３は、マイ
ク１３３から入力された音声信号をデジタル信号に変換して、デジタル信号に所定の圧縮
処理を施して通信制御部１０５に出力する。また、通信制御部１０５から入力される音声
信号を伸張し、アナログ信号に変換してスピーカ１２５に出力する。通信制御部１０５か
ら受信された画像データを記憶部１１３に記憶する。さらに、通信制御部１０５から電子
メールが入力される場合には、入力された電子メールを記憶部１１３に記憶する。
【００６２】
　画像処理部１１１は、制御部１０１により制御される。画像処理部１１１は、制御部１
０１からの指示に従って、内部カメラ１２９Ａまたは外部カメラ１２９Ｂそれぞれで撮像
して得られる画像データを内部カメラ１２９Ａまたは外部カメラ１２９Ｂから入力する。
そして、画像処理部１１１は、入力された画像データをＪＰＥＧ（joint photographic e
xperts group）、ＭＰＥＧ（moving picture experts group）等の圧縮方式で圧縮して記
憶部１１３に記憶する。
【００６３】
　記憶部１１３には、フラッシュメモリ１３７が装着される。記憶部１１３は、制御部１
０１により制御され、制御部１０１からの指示に従って、装着されたフラッシュメモリ１
３７にデータの書き込み、または、フラッシュメモリ１３７からそれに記憶されたデータ
を読み出す。フラッシュメモリ１３７に動画像が記録されている場合には、記憶部１１３
は、その動画像を読み出すことが可能である。
【００６４】
　表示制御部１０７は、制御部１０１により制御される。表示制御部１０７は、制御部１
０１からの指示に従って、内側液晶表示装置１２７Ａおよび外側液晶表示装置１２７Ｂの
いずれか又は両方に映像信号を出力する。映像信号は、動画像および静止画像を含む。
【００６５】
　映像処理部１１５は、制御部１０１により制御される。映像処理部１１５は、制御部１
０１からの指示に従って、映像入出力部１３８より入力された動画像と音声とを、デジタ
ル信号に変換し、たとえばＭＰＥＧ２などの圧縮方式で圧縮して記憶部１１３に記憶する
。また、制御部１０１からの指示に従って、記憶部１１３に記憶されている圧縮データを
伸張して、動画像と音声を映像入出力部１３８に出力する。映像入出力部１３８は、ケー
ブル１５１でテレビ受像機１５０と接続されているため、映像入出力部１３８に入力され
た動画像と音声は、テレビ受像機１５０に出力されて、テレビ受像機１５０から出力され
る。また、携帯電話１００が、テレビ放送の受信部、配信された動画像データを受信でき
る別の通信手段（例えば無線ＬＡＮなど）を備える場合には、映像処理部１１５は、制御
部１０１からの指示に従って、それらにより受信された動画像を映像入出力部１３８に出
力するようにしてもよい。
【００６６】
　映像処理部１１５は、また、通信制御部１０５で受信された画像を、映像入出力部１３
８に出力する。通信制御部１０５で受信された画像は、静止画と動画とを含む。通信制御
部１０５が受信する画像は、テレビ電話の通信を実行する場合に受信される画像、電子メ
ールに添付された画像が含まれる。これらの画像が、映像入出力部１３８からテレビ受像
機１５０に出力されて、テレビ受像機１５０で出力される。
【００６７】
　入力制御部１０９は、制御部１０１により制御される。入力制御部１０９は、制御部１
０１からの指示に従って、操作ボタン１３１Ａおよび数字ボタン１３１Ｂからの入力を受
付ける。入力制御部１０９は、操作ボタン１３１Ａおよび数字ボタン１３１Ｂからの入力
の受付けに応じて、各ボタンに予め割当てられた入力信号を制御部１０１に出力する。
【００６８】
　赤外線通信部１４０は、制御部１０１により制御される。赤外線通信部１４０は、制御
部からの指示に従って、テレビ受像機１５０を制御するための制御信号を出力する。制御
信号には、テレビ受像機１５０の状態を切換えるための信号であり、たとえば、次のもの
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が挙げられる。
【００６９】
　（１）テレビ受像機１５０の電源をオンまたはオフするための制御信号。
【００７０】
　（２）テレビ受像機１５０の音量を変更するための制御信号。
【００７１】
　（３）テレビ受像機１５０が有するチューナのチャンネルを変更するための制御信号。
【００７２】
　（４）テレビ受像機１５０が出力する画像の入力先を指定するための制御信号。入力先
は、テレビ受像機１５０が有するチューナと、外部入力とを含む。外部入力は、たとえば
、携帯電話１００が接続される入力端子と、ビデオレコーダが接続される入力端子を含む
。
【００７３】
　（５）テレビ受像機１５０の輝度値を変更するための制御信号。
【００７４】
　このフラッシュメモリ１３６に記録された出力制御プログラムが、読み出されて制御部
１０１で実行される。なお、制御部１０１で実行される出力制御プログラムはフラッシュ
メモリ１３６に記憶されて流通する例を示すが、他の記録媒体、たとえば、フレキシブル
ディスク、カセットテープ、ＣＤ－ＲＯＭ、ハードディスク、光ディスク（ＭＯ（Magnet
ic Optical Disc）／ＭＤ（Mini Disc）／ＤＶＤ（Digital Versatile Disc））、ＩＣカ
ード（メモリカードを含む）、光カード、マスクＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フ
ラッシュＲＯＭなどの半導体メモリ等の固定的にプログラムを担持する媒体でもよい。
【００７５】
　また、ここでいうプログラムは、ＣＰＵにより直接実行可能なプログラムだけでなく、
ソースプログラム形式のプログラム、圧縮処理されたプログラム、暗号化されたプログラ
ム等を含む。
【００７６】
　図３は、制御部で実行される出力制御処理の流れを示すフローチャートである。図３を
参照して、映像処理部１１５から記憶部１１３に記憶された動画像が出力されているか否
かを判断する（ステップＳ０１）。出力されている場合にはステップＳ０２へ進み、そう
でない場合には処理を終了する。すなわち、出力制御処理は、携帯電話１００からテレビ
受像機１５０に動画像が出力されている場合に実行される処理である。ここでは、動画像
が出力される例を示すが、動画像とともに、または、動画像に代えて音声が出力されても
よい。
【００７７】
　ステップＳ０２では、通信制御部１０５により着信が検出されたか否かが判断される。
着信は、通信制御部１０５で接続要求信号が受信されたか否かにより判断される。接続要
求信号の受信は、通話の開始を要求する着呼信号の受信と、電子メールの受信とを含む。
着信があった場合にはステップＳ０３に進む、着信がない場合にはステップＳ０１に戻る
。電子メールが受信された場合には、受信した電子メールが記憶部１１３に記憶される。
【００７８】
　なお、ステップＳ０２でステップＳ０３に進む場合は、受信された接続要求信号が、予
め定められた相手先からのものであることを条件としてもよい。すなわち、予め定めた相
手先からの着呼信号、または、予め定めた発信者からの電子メールの受信の場合にステッ
プＳ０３以降の処理が実行されることになる。これにより、接続要求信号が予め定められ
た相手先からのものでない場合は、ステップＳ０３以降の処理が実行されないので、ユー
ザは継続して動画像を視聴することができる。
【００７９】
　ステップＳ０３では、映像処理部１１５を制御して、出力中の動画像を出力するのを停
止させる。そして、その停止位置を記憶部１１３に記憶する（ステップＳ０４）。さらに
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、赤外線通信部１４０に制御信号を出力させる（ステップＳ０５）。ここで出力する制御
信号は、上述した制御信号のいずれであってもよい。上述した制御信号を１つ出力するよ
うにしてもよいし、それらの２つ以上を組み合わせて出力するようにしてもよい。たとえ
ば、音量を低下させる制御信号と、輝度を低下させる制御信号とを出力するようにしても
よい。ここでは、テレビ受像機１５０の電源をオフする制御信号を出力する場合を例に説
明する。
【００８０】
　ステップＳ０５で制御信号が出力されると、その制御信号を受信したテレビ受像機１５
０は、電源をオフにする。これにより、テレビ受像機１５０を見ていたユーザは、携帯電
話１００で着信があったことを知ることができる。
【００８１】
　そして、ステップＳ０６では、ステップＳ０２における着信が電子メールの受信か否か
が判断される。電子メールが受信された場合にはステップＳ１４に進み、そうでない場合
にはステップＳ０７に進む。
【００８２】
　ステップＳ０７に進む場合には、音声通話の着呼、または、テレビ電話の着呼の場合で
ある。ステップＳ０７では、ユーザが、着呼を受付けて通話を開始するための指示を操作
ボタン１３１Ａから入力（着呼受付）したか否かが判断される。着呼受付された場合には
ステップＳ０８に進み、そうでない場合には、ステップＳ１５に進む。ステップＳ０７か
らステップＳ１５に進む場合は、ユーザが着呼を受付けるが通話を保留する指示を操作ボ
タン１３１Ａから入力（通話保留）する場合、またはユーザが着呼を無視して着呼が終了
する場合である。
【００８３】
　ステップＳ０８では、着信がテレビ電話の着呼であるか否かが判断される。テレビ電話
の着呼の場合にはステップＳ１０に進み、そうでない場合にはステップＳ０９に進む。ス
テップＳ０９に進む場合には、着信が音声通話の着呼である。この場合には、音声の通話
が実行される。
【００８４】
　ステップＳ１０に進む場合には、着信がテレビ電話の着呼の場合である。この場合は、
表示設定がされているか否かが判断される。表示設定とは、テレビ電話の通信により発呼
者側から送信されてきた画像を、映像入出力部１３８から出力する設定をいう。この表示
設定は、携帯電話１００のユーザが操作ボタン１３１Ａを操作して設定され、ＥＥＰＲＯ
Ｍ１０２等に予め記憶されている。表示設定がされている場合には、ステップＳ１１に進
み、表示設定されていない場合にはステップＳ１２へ進む。ステップＳ１１およびステッ
プＳ１２では、通信制御部１０５によるテレビ電話の通信が実行される。すなわち、発呼
者側から送信される画像が内側液晶表示装置１２７Ａまたは外側液晶表示装置１２７Ｂか
ら出力され、音声がスピーカ１２５から出力される。さらに、携帯電話１００からは、マ
イク１３３に入力された音声と、内部カメラ１２９Ａまたは外部カメラ１２９Ｂで撮影さ
れて得られる画像が発呼者側に送信される。
【００８５】
　ステップＳ１１では、発呼者側から送信されてきた画像が、内側液晶表示装置１２７Ａ
または外側液晶表示装置１２７Ｂに加えて、映像入出力部１３８から出力される。これに
より、発呼者側から送信された画像がテレビ受像機１５０で表示される。一方ステップＳ
１２では、発呼者側から送信されてきた画像は、映像入出力部１３８から出力されること
なく、内側液晶表示装置１２７Ａまたは外側液晶表示装置１２７Ｂでのみ表示される。
【００８６】
　次のステップＳ１３では、通話が終了したか否かが判断される。通話の終了は、通話を
終了させる指示が受付けられたか否かにより判断される。通話を終了させる指示は、通信
を終了させるための信号が発呼者側から送信されてきた場合、または、携帯電話１００の
ユーザが操作ボタン１３１Ａから通話の終了を指示するボタンを押下した場合に受付けら
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れる。
【００８７】
　一方ステップＳ１４に進む場合には、ステップＳ０２における着信が電子メールの受信
であった。この場合、受信された電子メールが記憶部１１３に記憶されているので、ステ
ップＳ１４では、受信された電子メールがユーザにより閲覧されたか否かが判断される。
閲覧された場合にはステップＳ１５に進み、閲覧されるまで待機状態となる。なお、待機
状態とすることなく、ユーザが所定の指示を入力することにより、ステップＳ１５に進む
ようにしてもよい。
【００８８】
　ここで、ステップＳ０２で受信された着信に対応したユーザの終了指示には、着信が電
子メールの受信の場合におけるステップＳ１４の電子メールの閲覧を含む。また、この終
了指示は、着信が音声通話の着呼信号の受信またはテレビ電話の着呼信号の受信の場合は
、ステップＳ１３における通話の終了指示の受付、および、ステップＳ０７における通話
保留と着呼を無視して着呼が終了する場合を含む。
【００８９】
　ステップＳ１５では、テレビ受像機１５０を元の状態に復帰させるための制御信号を赤
外線通信部１４０に出力させる。元の状態に復帰させるための制御信号とは、ステップＳ
０５で出力した制御信号と逆の制御信号である。ステップＳ０５では、テレビ受像機１５
０の電源をオフにしたので、これと逆の電源をオンにするための制御信号が出力される。
これにより、テレビ受像機１５０の電源がオンとなる。
【００９０】
　ステップＳ０５で、テレビ受像機１５０の音量を小さくする制御信号が出力された場合
には、ステップＳ１５では音量を大きくする制御信号が出力される。ステップＳ０７で、
テレビ受像機１５０が有するチューナのチャンネルを変更する、または入力先を変更する
制御信号が出力された場合には、ステップＳ１５ではチャンネルまたは入力先を元に戻す
制御信号が出力される。ステップＳ０５でテレビ受像機１５０の輝度値を低くするための
制御信号が出力された場合には、ステップＳ１５では輝度値を高くするための制御信号が
出力される。
【００９１】
　次のステップＳ１６では、ステップＳ０４にて記憶した停止位置を読出し、映像処理部
１１５にその停止位置から動画像を出力させる。これにより、テレビ受像機１５０からは
、ステップＳ０５で停止した動画像が、その停止位置から続けて出力される。これにより
、ユーザは、出力が中止された動画像の位置を探す必要がない。なお、停止位置からでは
なく、先頭位置から動画像を出力させるようにしてもよい。これにより、動画像を再度視
聴したいときには、ユーザがいちいち動画の先頭位置から出力させる指示を行わなければ
ならないといった煩雑さを回避でき、使い勝手を格段に向上させることができる。
【００９２】
　ステップＳ１７では、映像処理部１１５による動画像の出力が終了したか否かが判断さ
れる。終了した場合にはステップＳ１８に進み、そうでない場合にはステップＳ０１に戻
る。ステップＳ１８では、赤外線通信部１４０にテレビ受像機１５０の電源をオフするた
めの制御信号を出力させる。これによりテレビ受像機１５０の電源がオフとなる。動画像
の再生が終了した場合には、テレビ受像機１５０をオンにしておく必要はない。動画像の
再生が終了した場合に、テレビ受像機１５０の電源がオフとなるので、携帯電話１００の
ユーザはテレビ受像機１５０を操作する必要はない。
【００９３】
　以上説明した携帯電話１００は、映像入出力部１３８がフラッシュメモリ１３７に記録
された動画像を出力すると、テレビ受像機１５０でその動画像が表示される。この状態で
着信があると、テレビ受像機１５０の電源がオフとなる、音量が小さくなる、輝度が低く
なる、または、チャンネルもしくは入力先が切換えられる。このため、ユーザが特別の操
作をすることなく、携帯電話１００の着信に合せてテレビ受像機１５０の状態を切換える
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ことができる。
【００９４】
　また、携帯電話１００は、動画像を出力してテレビ受像機１５０でその動画像が表示さ
れている状態で、着信があると、映像処理部１１５がテレビ受像機１５０への動画像の出
力を中止する。これにより、動画像の出力よりも着信が優先される。このため、テレビ受
像機１５０が動画像を出力することにより無線通信に悪影響を与えるのを防止することが
できる。
【００９５】
　さらに、テレビ受像機１５０の電源がオフとなる、音量が小さくなる、輝度が低くなる
、または、チャンネルもしくは入力先が切換えられるので、ユーザが特別の操作をするこ
となく、テレビ受像機１５０の状態を無線通信に適した状態にすることができる。
【００９６】
　テレビ受像機１５０の電源をオフにすることにより、着信があったことをユーザに聴覚
情報で知らせることができ、また、通話に適した静かな環境にすることができる。テレビ
受像機１５０のチャンネルまたは入力先を切換えることで、着信があったことをユーザに
知らせることができ、テレビ受像機１５０の音量を小さくすることにより、着信があった
ことをユーザに聴覚情報で知らせることができ、通話に適した静かな環境にすることがで
きる。テレビ受像機１５０の輝度を低くすることにより、着信があったことをユーザに視
覚情報で知らせることができる。
【００９７】
　携帯電話１００は、テレビ電話の通話の場合に受信される画像をテレビ受像機１５０で
表示させることができる。このため、テレビ受像機１５０をテレビ電話の通話に用いるこ
とができる。
【００９８】
　さらに、携帯電話１００は、テレビ電話の通話の場合に受信される画像をテレビ受像機
１５０に出力するか否かをユーザが予め設定可能なので、テレビ電話の通話の場合に受信
される画像がユーザの意思に反してテレビ受像機１５０で表示されることがない。
【００９９】
　さらに、携帯電話１００は、音声通話の着呼、またはテレビ電話の着呼に対応する通話
の終了指示された場合、または受信された電子メールが閲覧された場合に、出力が中断さ
れた動画像を、中断した位置から出力する。このため、ユーザは続きから動画像を見るこ
とができる。
【０１００】
　さらに、携帯電話１００は、音声通話の着呼、またはテレビ電話の着呼に対応する通話
の終了指示された場合、または受信された電子メールが閲覧された場合に、テレビ受像機
の状態を元の状態とする制御信号を出力する。このため、着信により状態が切換えられた
テレビ受像機１５０の状態を、テレビ受像機を操作することなく通話の終了または電子メ
ールの閲覧後に中断前の状態に切換えることができる。
【０１０１】
　尚、テレビ受像機１５０の音量がいきなり元の音量で出力されると大きいこともあるこ
とから、通話の終了または電子メールの閲覧後に中断前の状態に切換える際に、テレビ受
像機１５０の音量を段階的に大きくしたり、以前の音量が大きく設定されていても、切換
え時に予め設定されている基準の音量で出力したりすることで更に利便性が向上する。
【０１０２】
　図４は、制御部で実行される出力制御処理の流れを示す別のフローチャートである。図
４を参照して、図３に示した出力制御処理と異なるところは、図３におけるステップＳ０
７の処理を削除し、ステップＳ０２とステップＳ０３との間に、ステップＳ０７に相当す
るステップＳ２１を挿入した点である。その他の処理は同様であるのでここでは説明を繰
返さない。ステップＳ２１に進む場合には、通信制御部１０５により着信が検出された場
合である。ステップＳ２１では、ユーザが、着呼を受付けて通話を開始するための指示を
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操作ボタン１３１Ａから入力（着呼受付）したか否かが判断される（尚、積極的に入力す
るだけでなく、所定時間内に入力がなければ何れかの処理を行う場合も含む）。着呼受付
された場合にはステップＳ０３に進み、そうでない場合には、ステップＳ０１に戻る。ま
た、ステップＳ０３に進む場合には、ステップＳ０２で電子メールが受信された場合も含
む。
【０１０３】
　この出力制御処理では、テレビ受像機１５０に動画像が出力されている際に、電子メー
ルが受信された場合、まやは、音声通話の着呼またはテレビ電話の着呼があり、かつ、ユ
ーザが着呼受付した場合に、動画像の出力が中止され、テレビ受像機１５０に制御信号が
出力される。
【０１０４】
　このため、音声通話の着呼またはテレビ電話の着呼があっても、ユーザが着呼受付しな
ければ、動画像の出力が中止されることなく、テレビ受像機１５０に制御信号が出力され
ることがない。このため、ユーザが着呼を無視する、または、通話保留することにより、
音声通話またはテレビ電話による通話よりも、動画像の出力をユーザの意思で優先させる
ことができる。
【０１０５】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【図面の簡単な説明】
【０１０６】
【図１】本発明の実施の形態の１つにおける携帯電話１００の概観斜視図である。
【図２】携帯電話の機能を示す機能ブロック図である。
【図３】制御部で実行される出力制御処理の流れを示すフローチャートである。
【図４】制御部で実行させる出力制御処理の流れを示す別のフローチャートである。
【符号の説明】
【０１０７】
　１００　携帯電話、１０１　制御部、１０３　データ処理部、１０５　通信制御部、１
０７　表示制御部、１０９　入力制御部、１１１　画像処理部、１１３　記憶部、１１５
　映像処理部、１１７　バス、１２１　第１の筐体、１２２　接続部、１２３　第２の筐
体、１２５　スピーカ、１２７Ａ　内側液晶表示装置、１２７Ｂ　外側液晶表示装置、１
２９Ａ　内部カメラ、１２９Ｂ　外部カメラ、１３１Ａ　操作ボタン、１３１Ｂ　数字ボ
タン、１３３　マイク、１３５　アンテナ、１３７　フラッシュメモリ、１３８　映像入
出力部、１３９　挿入口、１４０　赤外線通信部、１５０　テレビ受像機、１５１　ケー
ブル。
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